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平成２８年度(第４２回) 

中部ジュニアゴルフ選手権競技 競技規定 
 

 

中部ゴルフ連盟 
〒450-0002 

 名古屋市中村区名駅４丁目２６番２５号 

  メイフィス名駅ビル５階５０２号室 

  ＴＥＬ  ０５２－５８６－１３４５ 

  ＦＡＸ  ０５２－５６１－７９７２ 

 

 

本 戦 

 

主    催  中部ゴルフ連盟・中日新聞社・東海テレビ放送・ 

中部高等学校ゴルフ連盟 

協    賛  ブリヂストンスポーツセールスジャパン株式会社（予定） 

競 技 日 程  ７月２６日(火)･２７日(水) 

会    場  東名古屋カントリークラブ(東コース) 

   〒470-0352  愛知県豊田市篠原町大沢３番地 

                       ℡ 0565-48-1331 

競 技 規 則  日本ゴルフ協会ゴルフ規則および本競技ローカルルールを適用する。 

競技委員会の

裁定 

 競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄につい

て、この委員会の裁定は最終である。 

競 技 方 法  競技当日はセルフバッグとする。 

７月２６日(火) 第１ラウンド １８ホール・ストロークプレー 

７月２７日(水) 第２ラウンド １８ホール・ストロークプレー 

（全員２日間プレー） 

※ ただし、天候その他の都合により競技方法を変更することがある。 

タイの決定  ３６ホールを終わり第１位タイの場合は、即日委員の指定するホール

においてホールバイホールによるプレーオフを行い優勝者を決定す

る。 

使用クラブの

規格 

 プレーヤーが持ち運ぶドライバーはＲ＆Ａによって発行される最新の

適合ドライバーヘッドリスト(モデルとロフトで識別される)上に掲載

されているクラブヘッドを持つものでなければならない。この条件の

違反の罰や処置は『ゴルフ規則付Ⅰ(Ｂ)１ａ』を適用する。(ゴルフ規

則１７６ページ参照) 

例外：１９９８年１２月３１日以前に製造されたクラブヘッドを持つ

ドライバーはこの条件から免除される。 

溝とパンチマ

ークの規格 

 『２０１０年１月１日施行の溝とパンチマークの仕様とその競技の条

件』（裁定４－１/１）を適用する。 

２０１０年１月１日以後に製造されるクラブのすべての新しいモデル

は付属規則Ⅱ、5ｃに規定されている溝とパンチマークの仕様に適合し

ていなければならない。 

プレーヤーの使用するクラブを２０１０年１月１日から施行される規

則を含むゴルフ規則のすべての規定に適合する溝および/またはパン

チマークを持つものに制限したいと考える委員会は、下記に詳述する

競技の条件を採用することができる。この競技の条件はどの競技に対

しても採用することができるが、エキスパートプレーヤーに関わる競
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技（例えば、プロフェッショナルゴルフやアマチュアゴルフの最も高い

レベルにおいて）に関してのみにその採用が勧められる。 

「プレーヤーのクラブは２０１０年１月１日に施行されるゴルフ規則

の溝とパンチマークの規格に適合していなければならない。 

この条件に違反するクラブ（１または複数の）でストロークは行っては

いないが、それらのクラブを持ち運んだことに対する罰は、違反があっ

た各ホールに対し２打。ただし、１ラウンドにつき最高４打まで。ホー

ルとホールの間で違反が発見されたときは、次のホールのプレー中に

違反が発見されたものとみなされ、罰はそれに応じて適用されなけれ

ばならない。この条件に違反して持ち運ばれたクラブについて、プレー

ヤーはその違反を発見次第、マーカーか同伴競技者にその不使用宣言

をしなければならない。プレーヤーがそうしなかった場合は競技失格

となる。この条件に違反するクラブでストロークを行ったことに対す

る罰は競技失格。(付属規則Ⅱ５ｃ注２ゴルフ規則１９８ページ参照、

2016-2017 ゴルフ規則裁定集７９ページ４－１/１参照) 

使用球の規格  プレーヤーの使用球は、Ｒ＆Ａ発行の最新の公認球リストに載ってい

るものでなければならない。この条件の違反の罰や処置は『ゴルフ規則

付Ⅰ(Ｂ)１ｂ』を適用する。(ゴルフ規則１７７ページ参照) 

キャディー  正規のラウンド中、プレーヤーが委員会によって指定された者以外を

キャディーとして使用することを禁止する。この条件の違反の罰や処

置は『ゴルフ規則付Ⅰ(Ｂ)２』を適用する。(ゴルフ規則１７９ページ

参照) 

※ この競技のキャディーは、共用でバッグを運ぶのみ、通常のキャデ

ィー業務は行いません。 

ゴルフシュー

ズ 

 正規のラウンド中、プレーヤーが金属製・セラミック製、または委員会

がそれと同等と認めた鋲を有するゴルフシューズを使用することを禁

止する。この条件の違反の罰は競技失格とする。(注意事項参照) 

競技終了時点  本選手権競技は、競技委員長の成績発表がなされた時点をもって終了

したものとみなす。 

参 加 資 格  (１)各地区予選通過者 

 ① 男子１５歳～１７歳の部(ＪＧＡジュニア会員で平成１０年

(1998 年)４月２日～平成１３年(2001 年)４月１日の間に誕生の

者 

 ② 男子１２歳～１４歳の部(ＪＧＡジュニア会員で平成１３年

(2001 年)４月２日～平成１６年(2004 年)４月１日の間に誕生の

者 

 ③ 女子(出生時)１５歳～１７歳の部(ＪＧＡジュニア会員で平成

１０年(1998 年)４月２日～平成１３年(2001 年)４月１日の間に

誕生の者 

 ④ 女子(出生時)１２歳～１４歳の部(ＪＧＡジュニア会員で平成

１３年(2001 年)４月２日～平成１６年(2004 年)４月１日の間に

誕生の者 

ＪＧＡジュニア会員でＮＥＷ J-sys に申込時および競技当日に登録し

ている者で、下記のいずれかに該当する者。 

(２)国際競技日本代表【(公財)日本ゴルフ協会選考】 

(３)中部ゴルフ連盟特別承認者 

※１ 本競技の上位者は日本ジュニアゴルフ選手権競技の出場資格が

付与されるため、本年度他地区連盟主催の日本ジュニアゴルフ

選手権競技の選手選考になる競技に参加申込をした者は参加を
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認めない。 

※２ 競技委員会は競技中を含めいつでも、出場に相応しくないと判

断したプレーヤーの参加資格を取り消すことができる。 

申込締切日  予選通過者 改めて申込は不要。 

予選免除者 ６月２１日(火)(午後５時までに中部ゴルフ連盟ホーム

ページから申し込むこと。) 

参 加 申 込  予選免除者 

個人は、中部ゴルフ連盟 ホームページ（http://www.cga.jp/）から申

し込むこと。参加申込後、参加料を中部ゴルフ連盟あてに振り込むこ

と。(詳細は別紙にて記載)振込の際に申し込みナンバーを入力するこ

と。 

中部高等学校ゴルフ連盟加盟校の選手は、学校から中部ゴルフ連盟 競

技会システムに申し込み、参加料を中部ゴルフ連盟あてに振り込むこ

と。(詳細は別紙にて記載) 

※ 参加申込時にＪＧＡジュニア会員のナンバーとＮＥＷ J-sys によ

るグリッドナンバー(Glid No.)を入力すること。参加申込受付完

了は、ＪＧＡジュニア会員登録・有効期限の確認、ＮＥＷ J-sys の

登録およびグリッドナンバー(Glid No.)と参加料の入金が確認で

きた時点とする。 

競技参加料  ５,４００円(参加料および消費税)(予選免除者のみ) 

 振込先 「三菱東京ＵＦＪ銀行 名古屋駅前支店 

       普通預金 １７９１７０７ 中部ゴルフ連盟」 

注１：締切日以後の参加取り消しの場合、参加料は返金しない。 

注２：プレー代(競技当日費用)は別途必要。 

競技当日費用  プレー代は特別料金(キャディー付き)とし、８,０００円(消費税込)と

する。各自第１日目の《７月２６日(火)》朝に２日分１６,０００円(消

費税込)を会場受付で支払うこと。(その他費用(食事代等)は、別途現金

にて支払うこと。) 

表    彰  中部ゴルフ連盟賞 

 男子１５歳～１７歳の部・女子１５歳～１７歳の部 

   優勝(賞杯・持ち回り)   優勝～５位(メダル) 

 男子１２歳～１４歳の部・女子１２歳～１４歳の部 

   優勝(賞杯・持ち回り)   優勝～３位(メダル) 

中日新聞社・東海テレビ放送賞 

 男子１５歳～１７歳の部・女子１５歳～１７歳の部 

   優勝～５位(賞状) 

 男子１２歳～１４歳の部・女子１２歳～１４歳の部 

   優勝～３位(賞状) 

中部高等学校ゴルフ連盟賞(登録者対象) 

 男子１５歳～１７歳の部・女子１５歳～１７歳の部 

 男子１２歳～１４歳の部・女子１２歳～１４歳の部 

   優勝(賞杯) 

参 加 賞  全員に記念品 

指定練習日  ７月２５日(月)とする。指定練習日のスタート時間は、予選競技終了後

各会場にて申し込み予約すること。プレー代は特別料金(担ぎセルフ)

５,０００円(消費税込)とする。 

付    記  (１)本競技上位者が、８月１７日(水)～１９日(金)に男子は埼玉県の

霞ヶ関カンツリー倶楽部・西コース、女子は埼玉県の東京ゴルフ倶

楽部で開催の日本ジュニアゴルフ選手権競技への出場資格が与え

られる。出場資格者数は、各地区の参加人員により後日決定する。



４ 

ただし、タイが生じた場合は、最終ラウンドスコアにより決定す

る。最終ラウンドスコアもタイが生じた場合は、最終ラウンドスコ

アのマッチング・スコアカードにより決定する。マッチング・スコ

アカードで順位が決定しない場合は、１８番ホールからのカウン

トバックにより決定する。それでも決定しない場合は、「委員会に

よるくじ引き」によって決定する。欠場者が出ても次位の者は繰り

上げない。(シード選手は別枠とする｡) 

注）マッチング・スコアカードの方法は、１０番～１８番の合計スコ

ア、１３番～１８番の合計スコア、１６番～１８番の合計スコア

の順で決定する。『ゴルフ規則付Ⅰ(Ｂ)１０ｂ(ｃ)』(ゴルフ規則

１８５ページ参照) 

(２)本競技は、全国高等学校ゴルフ選手権競技(個人戦)の予選を兼ね

る。 

注 意 事 項  １：バッグは口径９.５インチ、重量１３キロを超えないこと。 

（※但し、会場クラブで制限がある場合、会場クラブの制限に従うこ

と。） 

２：ゴルフシューズは前述以外でも、グリーンに著しく損傷を与えるシ

ューズは使用禁止とすることがある。 

個人情報・肖像

権に関する同

意内容 

 本選手権競技参加申し込みにより、当連盟が取得する個人情報及び肖

像権は、次の目的のみに利用することに予め同意承諾することを要す

る。 

(１) 本選手権の参加資格審査。 

(２) 本選手権の開催および運営に関する業務。 

   これには、選手権の開催に際し、選手権関係者(報道関係者を含

む)に対する参加者の氏名、生年月日、所属(所属倶楽部、所属団

体、学生の場合学校および学年)、ならびに選手権の競技結果の

公表。 

(３) 本選手権における競技結果の記録の保存、並びに選手権終了後

において必要に応じ、そのうち(２)の記載の適宜による公表。 

(４) 本選手権競技(競技会場における競技に伴う前後の行事等を含

む)に関して、広報(ＨＰ・会報ＣＧＡ)のための公表。 

服 装 規 定  (１) ハウスへの来場・退場時 

   ○服装はジャンパー・ブルゾン・ジーンズ・カーゴタイプ・スゥ

ェット・ジャージ・スリッパ・サンダル履き・つっかけは禁止。 

(２) プレー時 

   ○安全上・健康上・必ず着帽(ひさし付)をすること。(クラブハ

ウス内では脱帽) 

   ○襟付きスポーツシャツまたはタートルネックシャツを着用の

こと。(Ｔシャツ等に類似した襟の無いもの・小さいものは不

可)。男性の裾出しは禁止。 

   ○短パン時のハイソックス着用は会場クラブの規定に従うこ

と。 

   ○タオルを首に巻く・肩に掛ける・腰にさげるはしない。タオル

はカートに入れるか・バッグに掛けること。 

その他、会場クラブの規定および日本高等学校ゴルフ連盟ユニフォー

ム規定に従うこと。 

服装規定に違反があった場合、初回は注意し、着替えてもらうことが望

ましい。改まらない場合、競技委員会は競技中を含めいつでも競技者の

参加資格を取り消すことができる。 

  以  上 



大 会 注 意 事 項 
 
 
１．参加選手は、添付した日本高等学校ゴルフ連盟 ユニフォーム規定を

遵守し、学生らしく、清潔、端正で若々しく、ゴルフをするのにふさ

わしい服装であること。 

２．染髪、パーマ、アクセサリー類（ピアス、ネックレス、ブレスレット

等）は禁止する。 

３．プレー中はルールブックとサンドバッグとスコップは常に携帯する

こと。（必ず学校名・氏名を明記しておくこと） 

４．プレー中はもとよりクラブハウス内においてもマナー・エチケットを

よく守り、学生らしく特にあいさつや返事はきびきびした立派な態

度で行動すること。 

５．スコアカードは大会指定のカードでスタート時に競技委員が渡され

る。競技委員から指定されたマーカーは、各ホールごとにカードに記

名された競技者のスコアを枠の中に記入し競技者に渡すこと。競技

上、スコア・その他で疑義があると思われたら競技者本人が直ちにス

コアカード記入エリアを出る前に競技委員に報告すること。 

６．スコア誤記(過少申告)・本人署名・マーカー署名に充分注意して競技

委員に提出すること。 

７．セルフ(キャディー無し)の予選会場の手引きカート使用は認めます

ので、必要な選手は持ち込みして下さい。（但し電動は不可。会場で

の貸し出しはありません｡）【本戦は使用禁止。予選会場は各会場にお

問い合わせ下さい。】 

８．病気または他の事情で参加を取り止める場合は、必ず事前に中部ゴル

フ連盟に連絡すること。 

 

※ 大会当日の連絡は会場に連絡すること。 

 

 中部ゴルフ連盟 ０５２－５８６－１３４５ 

 ウッドフレンズ森林公園 ０５６１－５３－３９９３ 

 法仙坊ゴルフ倶楽部 ０５７４－２７－３１１１ 

 伊勢中川カントリークラブ ０５９－２９３－１５８５ 

 ゴルフ倶楽部 ゴールドウイン ０７６６－６１－３０００ 

 東名古屋カントリークラブ ０５６５－４８－１３３１ 

 

以  上 



平成２８年度(第４２回) 

中部ジュニアゴルフ選手権競技 
 

特別料金表 
 

愛知地区予選 ウッドフレンズ森林公園ゴルフ場 (ゴルフ振興基金・消費税込) 

指定練習日（乗用カートが付きます） 

 選手セルフ ６，０５０円【食事無】 

 選手キャディー付 ９，４５０円【食事無】 

 保護者等セルフ １０，０００円【食事無】 

 保護者等キャディー付 １３，４００円【食事無】 

競技当日(セルフ) ６，０２０円【昼食付】 

 

岐阜地区予選 法仙坊ゴルフ倶楽部 (ゴルフ振興基金・消費税込) 

 指定練習日 

  選手セルフ ６，１８０円【昼食有】 

  選手キャディー付 ９，４２０円【昼食有】 

  保護者等セルフ ９，９８０円【昼食有】 

  保護者等キャディー付 １３，２２０円【昼食有】 

 競技当日(セルフ) ６，１８０円【食事有】 

 

三重地区予選 伊勢中川カントリークラブ (ゴルフ振興基金・消費税込) 

指定練習日 ※選手１名でのプレーはできません。 

 選手セルフ  ５，１７０円【食事無】 

 保護者等セルフ ７，６３０円【食事無】 

 競技当日(セルフ) ５，６８０円【昼食付】 

 

北陸地区予選 ゴルフ倶楽部 ゴールドウイン (ゴルフ振興基金・消費税込) 

指定練習日 ※選手１名でのプレーはできません。 

 選手セルフ･カート無(担ぎ) ４，３９０円【食事無】 

 保護者等セルフ・カート無 ４，６６０円【食事無】 

 保護者等セルフ・カート付 ７，３６０円【食事無】 

 競技当日(セルフ) ４，３９０円【食事無】 

 

本 戦 東名古屋カントリークラブ (ゴルフ振興基金・消費税込) 

指定練習日(セルフ) ５，０００円【食事無】 

競技当日(７月２６日･２７日)(キャディー付・ボランティア)  

１６，０００円【食事無】 

◎ 本戦は、指定練習日・競技当日３日間とも練習券代は含む。 

 

※ 各会場とも、指定練習日・競技当日のプレー代は釣銭のいらないように支払う

こと。東名古屋カントリークラブの競技当日の支払いは、第１日目【７月２６

日(火)】に、２日分支払うこと。 



日本高等学校ゴルフ連盟 

ユニフォーム規定 
改定 平成 25 年 5 月 25 日 
施行 平成 26 年 4 月  1 日  

 

学生らしく、清潔、端正で若々しく、ゴルフをするのにふさわしい服装であること。   
また、下記規定及び確認事項に抵触しそうなものは避け、シンプルなものを心がけること。 
 
ユニフォームとは、シャツ・ズボン・キャップを指し、学校単位で統一したものを言う。 
それには学校名を表記すること。（表記方法・場所は別紙、確認事項を参照） 

 
（1）シャツ 

襟付き、袖有とする。（冬季時のタートルネック可） 
着丈の短いシャツは避け、裾はズボン等の中に入れること。 
インナーを着用する場合には単色とし、色別などのラインは認めない。また、着用者は学校単位で色を揃えること。 

 
（2）ズボン 
  色は単色（ベルト通し、ポケット含む）とし、ステッチの色違いは認めるがラインは禁止とする。 
  女子はスカート・ハーフパンツの着用は認めるが、ひざ上１０ｃｍ以内とする。また、７分丈のパンツ着用は不可。 
 
（3）ベルト 
  単色・無地とし、蛍光色は不可とする。 

ラインステッチの色違いは認めるが、それによる大きな図柄模様は不可とする。 
   
（4）防寒着 
  ユニフォームの上に着る、セーター・ウインドブレーカー等（レインウェア除く）にも学校名を表記すること。 
  フード付きパーカーは禁止とする。 
 
※ ユニフォーム規定及び確認事項において、判断のできないものは、各地区連盟に連絡し判断を求めること。 
※以上の規則（規定等に関する確認事項も含む）違反については、競技委員会の指示に従うこと。従わない場合には、

当該競技への出場を原則として認めない。 
※大会の開催コースのドレスコードは本連盟のユニフォーム規定より優先する場合がある。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



ユニフォーム規定等に関する確認事項 

改定 平成 25 年 5 月 25 日 
施行 平成 26 年 4 月 1 日 

 

大会期間とは、自宅から大会会場までの行き帰り迄を指す。 

日本高ゴ連主催、及び後援競技、派遣競技への大会期間は、ユニフォーム規定を遵守すること。 

自宅から大会会場までの行き帰りについては制服を着用し、宿舎からコースまでは制服、若しくはユニフォームとする。 

大会期間の練習ラウンドは、ユニフォームを着用すること。 

 

【シャツについて】 

＊半袖の下に、インナーの着用は認めるが単なる長袖のシャツは認めない。 

インナーとは、伸縮性があり、スポーツ性機能が備わっているものをいう。 

 

【ズボンについて】 

＊カーゴタイプのズボン（切れ込みポケットのあるものも不可）は認めない。 

＊止め金を使用している場合には大きさを１ｃｍ以内とし、他の金属類は禁止とする。 
＊股下以下の所にポケット類（ティポケットなど）があるものは禁止とする。 
 

【ベルトについて】 

＊バックルの大きさは縦５ｃｍ、横８ｃｍ以内とし、ベルトの装飾金具付は不可とする。 

＊ベルト穴の補強としての金属は認めるが、それが全面に配されている物は不可。 

 

【帽子について】 

＊ワークキャップ・ニット帽・ダメージ素材は不可とし、サンバイザーは禁止とする。 

 

【その他】 

＊学校名、表記方法に関しては、大会申込時に登録した校名（漢字、ローマ字どちらでも良い）を生地に直接刺

繍・プリントするか、ワッペン等を使用する際には、刺繍したものを縫い付けること。（マジック書き不可） 
場所は、帽子は前、またはサイド部分、シャツは胸・袖口のどちらか、ズボン等は後方ポケット、もしくは後方 
ポケット上方部分とする。 
＊装飾品については、ピアス・貴金属類のアクセサリー（健康器具含）の着用は禁止する。 
＊サングラスの使用はプレー中だけ着用を認める。 
＊化粧については、禁止する。 
＊ネックウォマーは禁止する。 
＊ユニフォームに関しては、ブランドのロゴマーク、またはそれを示す物に関しては縦＋横が１５ｃｍ以内、２か所までと

する。（ただし、帽子は除く） 

＊ズボン・キャップに関して、メーカーの廃盤若しくは適応サイズがない場合は、同じようなデザイン・同一色であれば可

とする。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 


